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Ⅰ．研究概要 
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所属 モンゴル国立大学 

招聘回（招聘期間） 第 8回、2013 年 10月 1日～2014 年 3月 31日 

招聘研究テーマ 日本語の慣用句における文化的解釈 

研究目的 本研究は、モンゴル人日本語学習者にとって正しい理解と的
確な使用が困難となっている日本語の慣用句に対する文化的
解釈を行い、その慣用句が必然的に持っている日本人の知
恵・経験・思考様式を明らかにすることを目的にするもので
ある。 

研究概要： 

本研究による教材の概要は以下の通りである。 

1．慣用句     

   1.1 感情を表す慣用句       

   1.2 性格を表す慣用句 

   1.3 行動を表す慣用句 

   1.4 生活を表す慣用句 

   1.5 価値観を表す慣用句 

2. 例文 

3. 解釈  

 

第１章の「慣用句」はデータベースのところとなっており、今回の６ヵ月間に先行
文献、インタビュー等を通して収集したすべての慣用句（1300 句）を内容によっ
て５つに分け、その翻訳を行った。 

第 2章の「例文」のところでは、その慣用句は実際、文章・会話などでどのように
使われているのか、用例として挙げる文をアルファベット順に翻訳付きで取り入れ
た。 

第 3章の「解釈」のところは、慣用句の裏にある日本の文化、生活習慣や歴史に関
する知識を与え、紹介するところで、翻訳した慣用句のうち、モンゴル人学習者に
とって興味深いと思われる慣用句（100句）を選択し、解釈を行った。 

展望： 

本研究によって収集し、解釈を行った慣用句をもとに、教材開発を行い、その教材

を自分の授業で実際に使ってみて、問題点を修正し、内容を補完する。 

 

 


